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会長挨拶

伊丹君、岡君、田中君、中本君、宮澤君、山口（雅）君、渡邊君

(＊出席免除会員の欠席者　片野君、山本君　）

前々 回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２６/３２　　 　　　８１．２５%　　　　２６/３２　　 　　８１．２５%

２４/３１　　 　　　７７．４２%　　　　　　　　  　　　　　３３名

幹事報告
幹事　服部光弥君

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

土屋和彦さん（田村君・藤川君のゲスト）

野村諒子さん（服部君のゲスト）

せせらぎ三島ロータリークラブ 検索

 先日、山田小学校へクイズラリ－のお手伝いに行ってき

ました。私の役は待ち時間に紙飛行機作りを教える事でし

た。昔良く紙飛行機で遊んでいたので偉そうに教える事が

出来ました。

子供達は素直でよく話しかけてくれました。子供達の将来

がとても楽しみです。服部君、声掛けてもらい良い経験が

出来ました。

改めて１年間会長職を務めさせていただき皆様が温かく見

守ってくれて誠に有難うございました。

今年の私のスロ－ガン「思いはひとつ」

・メンバ－同士の絆

・地元との絆

・青少年との絆

・カンボジアとの絆

コロナの関係もあり上手く進められない事もありましたが、メ

ンバ－の協力で何とかこなす事ができたかなと・・・

とにかく、当クラブの若いメンバ－が色々 な場面に積極的

に動いてくれました。これからの当クラブの力になっていく

事に間違いありません。

ＳＡAの方は、ロ－タリ－ソングで声も出せず、その都度マ

イクを拭くなど危機管理の良い勉強にもなったかなと思い

ます。

そして幹事役を務めてくれた服部君は手配からアドバイス

からすばらしい幹事役でした。感謝あるのみです。

また、メンバ－入会・誕生日記念品を私の思いで賞味期

限のある商品をお願いし、その都度仕入に行く事になり大

変な負担を掛けてしまいました。誠にすみませんでした。

１年間、未熟者の私を御指導くださり皆様には重ねて感謝

いたします。有難うございました。

今回で2度のゲスト参加となる土屋様、そして今回、大房

さんからのご紹介で野村様がお越しいただき大変うれしく

思います。本日の例会は本年加藤年度の事業報告会と

なりますので、当クラブの活動をご理解いただける貴重な

時間かと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

６ 月21日 山田定男君
６ 月22日 中村 徹君

会員誕生日

入会記念日



今年度は、新型コロナ禍の影響で予定していた事業（障

碍者サッカー大会の支援等）を行なうことができませんでし

たが、以下の事業を実施しました。

2020年7月15日に、国際奉仕委員会、社会奉仕委員会と

ともに、新型コロナ禍で苦しむ在日カンボジア留学生等を

支援するため、カンボジア大使館に支援物資を届けました。

2020年8月21日の例会において、Facebook講座を実施し

ました。そのおかげで、フォロワー数は増えましたが、現状

137人となっております。

その他各種事業を掲載しましたが、その中でも在日カンボ

ジア留学生等支援について、3名の一般の方から支援品

をご提供いただきました。

2021年3月11日に、伊豆市狩野川公園で行われた追悼式

典「東日本大震災から10年　伊豆の真ん中から東北に送

ろう！　追悼・エール・絆の灯」に協力しました。

2021年3月17日に、選抜高校野球大会に初出場した三島

南高校への寄付金（当クラブ50,000円）を4クラブ合同で

届けました。

委員長　原兄多君

田村康晃君

会員増強維持委員会   　　　　　　　委員長　 岡　良森君

今年度、多くの退会者が出てしまいました。無策をおおい

に反省しております。ロータリー活動の原点でもある例会及

びテーブル会がこの状況下でなかなか開催されない中､

会員相互の交流もままならず互いに寄り添いあうことができ

ない中何かできなかったのかと今さらながら猛省しております。

クラブ細則検討委員会　　　　　　　　委員長　中村徹君

職業上、今年度もコロナ禍であり、院内感染を防ぐためにも、

私自身の例会出席が、全く叶いませんでした。その一方、会

長・幹事さんにはロータリーへのモチベーションが下がる一方

の私を、メール、faxで支えていただきました。ありがとうござい

ました。

9月にやっと会員の皆さんに「例会の回数とあり方、会員身分

・種類について、出席について」のアンケートをお配りし、10月

の卓話の時間でアンケート結果を踏まえ、クラブ細則検討委

員会としてのプレゼンテーションをさせていただきました。

今年の1月には会長、幹事、宮澤プログラム委員長、岡会員

増強委員長に出席をお願いし、クラブ細則検討拡大委員会

を開催し、「クラブ細則の修正案、内部規定の内容変更案に

ついて」議論を深めました。

5月14日クラブ協議会ではクラブ細則・内部規定の改訂（案）

について再度、提案させていただき、議論を求めましたが、

会場の皆さんからはおおむね同意、賛意を得る事が出来ました。

次年度計画書の中には、懸案であった「せせらぎ三島ロータ

リークラブクラブ定款」は「2019年規定審議会に基づいた改

訂」を載せていただきました。

5月14日の例会で同意を得た「クラブ細則・内部規定」改訂

を少し修正し、同じく次年度計画書に載せていただきました。

「国際ロータリー」よりクラブ細則・内部規定については毎年

見直すことが求められています。次年度もコロナ禍は続くと思

います。今後とも、クラブの現状に即した「クラブ細則・内部

規定」を改訂していく努力を、クラブのリーダーは失わないで

ほしいと思います。

公共イメージ向上委員会　　　　　　　委員長　遠藤修弘君

公共イメージ向上に努めるため、年度初めに具体的な目標を４

点掲げさせていただきました。

１、マイロータリーの登録者をさらに増やしていく。

２、マイロータリー上で提供されているメッセージ方法を活用し

て公共イメージ向上に努める。

３、ロータリーと接する人が素晴らしい経験を味わるようにしていく。

４、ロータリークラブのイメージをどのように伝えていたら良いの

か？を会員の皆さんと一緒に考えていく。でした。

しかし、この目標を掲げながら、この年度初めから終わりまで、新

型コロナウイルスによる影響を業務上で大きく受けてしまい、例

会そして、委員会活動もなかなか取り組むことができませんでし

た。そんな状況でしたけれども、1つ目のマイロータリーの登録の

件と４つ目の皆さんと考えてどのように伝えてか？の、この２点で

はありますが活動させていただきました。

マイロータリーのアカウント登録ですが、事務局から国際ロータ

リーに、氏名やメールアドレスなど基本情報が入力出来たうえ

で、各会員が登録できるようになっています。メールアドレスの確

認に手間取ってしまったり、前年度に確かにアカウント登録をさ

れたが、登録されていない状況に変わっていたり、そして国際

ロータリー日本事務局が在宅勤務で電話の対応はできない。

など上手くいかないことがありましたが、アカウント登録者を少し

増やすことができました。また卓話を使って周知もさせていただ

きました。

ロータリークラブのイメージをどのように伝えていたら良いのか？

皆さんと考えていくですが、実はYouTubeは会員の意見から

やってみようと決めました。ポリオ募金、国際奉仕、社会奉仕、

例会内容と皆さんの活動された内容の1部を編集し、誰でも見

れるようにYouTubeで公開しました。しかしこれを一般の方々 に

伝わっているか？ここも皆さんと相談していけば、もっと広がりを

みせる方法があったのかと思ってしまいます。なお、この広がりを

みせる方法につきましては、また来年に向けて検討していきた

いと思ってします。1年間、皆さんご協力ありがとうございました。

未来3035委員会

親睦委員会　　　　　　　　　　　　　　　委員長　篠木喜世君

さよなら例会は6月25日（金）に呉竹で行います。

食事代7000円（+税）

フリードリンク2000円（+税）

合計　9000円＋税、サービス料となります。

お料理は、地元の産業を応援するという観点から箱根山麓の

野菜などの食材をふんだんに使ったものとなっています。

お料理は量が多いものを用意してもらっており、後ろに持ち帰

り用の折も置いてあります。余ったお料理を持ち帰っていただ

き、ご家族で楽しんでいただけること嬉しいです。

出欠席をラインで取りたいと思いますので、出欠確認のお知ら

せにご注意ください。

SAA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　大庭靖貴君

今年度は特別な行事が無かったため、例会の会場設営、進

行以外のことは会場監督委員会として事業報告することは特

にありませんが、個人的には3年間ＳＡＡを務めさせていただ

き振り返ってみると、例会に対する思いがそれまでと比べ色々

な面で大きく変わり、今後の活動にもプラスに働くと思います

のでＳＡＡを出来たことが本当に良かったと思います。皆様あ

りがとうございました。

クラブ協議会



開催日　2021年6月18日（金）　19:30～20：00　　呉竹　

加藤、山田、米山、小林、大庭、大村、藤川、仲原、篠木、

原、服部

＊会長あいさつ

お疲れさまでした。

１・議　題

① 入会候補者推薦の件

野村諒子　様　　（配布資料参照）　　　承認

今後、会員宛に「会員候補者通告通知」を発送致します。

臨時理事役員会報告

鈴木俊也君：皆さん、スマイル年間目標達成しましたか？

スマイルします。

中村徹君：加藤会長・服部幹事、コロナ禍の中、強いリー

ダーシップを発揮しクラブを導いていただきました。ありが

とうございました。お疲れ様でした。

中山和雄君：加藤会長・服部幹事、各委員会の委員長、

1年間お疲れ様でした。年々 一年間が過ぎるのが早く感じ

る今日です。

スマイルボックス

クラブ奉仕委員会　　　　　　　　　　　　　委員長　　米山晴敏君

加藤年度がコロナ禍で始まり、コロナに翻弄されながらも無事に

1年が終わろうとしています。クラブ奉仕委員会の活動報告をい

たします。

① ②会員同士の絆の共有　 青少年育成活動の積み重ね

③ ④会員同士の親睦　 会長の下支え　

⑤ 関連委員会への補助役割　の5点を目標に掲げましたが、残

念ながら実力不足とコロナに翻弄され充分な目標達成が出来

ませんでした。申し訳ありません。

職業奉仕委員会　　　　　　　　　　　　委員長　大村典央君

職業奉仕委員会では引き継ぎ案件もなく，今年度は個別の

取り組みはありませんでしたが，

社会奉仕委員会，国際奉仕委員会，未来3035委員会の各

種イベントに協力しました。

来期以降も引き続き他の奉仕委員会と協力しながら職業奉

仕に関わりのあるイベントをおこなっていきたいと思います。

社会奉仕委員会　　　　　　　　　　　　　委員長　　藤川智徳君

７月：　

● 国際奉仕委員会・未来３０３５委員会との合同事業において

おたまちゃん食堂並びに在日カンボジア留学生への食材支援

　（お中元の余りや有志の方々 の応援により実現）

● 同上：それぞれに寄付金を募りました。

8月： 　 

● おたまちゃん食堂フードパントリーへ食材と商品券のご提供

（有志）

９月：　　

● ３年後の自分への手紙・最終発送（約１２７０通）

● 九州豪雨災害募金２７００地区・２７２０地区へそれぞれ３万円

ずつの寄付金を送金

１０月：　

● ポリオ撲滅募金（４クラブ合同事業）６９，６５９円

１２月：　

● おたまちゃん食堂へお歳暮の余りや商品券などをご提供

子どもたちへ正月用のお餅も届けることが出来ました。

３月：　

● やまねこ学舎さん主催の東日本大震災被災１０年において応

援の灯火を送ろうというイベントにおいてのお手伝いを有志にて

行いました。

● おたまちゃん食堂にてお米のご要望がありましたので４０キロ

のご寄付を有志にて行いました。

４月：　

● 旬彩さん太さんのお弁当の余りをおたまちゃん食堂へ寄付す

る橋渡しをいたしました。

５月：　

● おたまちゃん食堂フードパントリーへ食材と商品券等のご提

供（有志）並びに今後の活動協力についての打ち合わせを行

いました。

クラブ研修リーダー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米山晴敏君

① ② ③会員のニーズ調査　 クラブ目標の分析　 クラブ目的の

④ための研修企画　 会員増強や新会員のオリエンテーション

⑤ ⑥実施　 募金活動や財団への寄付を関連委員会と協力　 ク

ラブ会員がロータリー活動とは何かを説明できるように関連委

員会と協力する　の６点を目標に掲げましたが、加藤会長から

指示のあったRLIは道筋をつけることができました。しかし、会員

のニーズ調査、クラブ目標の分析、会員増強や新会員のオリ

エンテーションは実行できずに大変申し訳ございませんでし

た。この経験を次年度に活かしてまいります。1年間委員会活動

にご協力いただきありがとうございました。

国際奉仕委員会　　　　　　　　　　　　委員長　仲原実圭君

本年度の国際奉仕はカンボジア王国プノンペン州リエンポン

村の小学校・村の飲料水等衛生面の環境改善のための井戸

建設他整備事業を行いました。   

昨年７月より井戸の掘削作業に入り、８月以降流し台、排水等

周辺性整備を行い10月には完成しました。当初の予定では11

月にはプノンペン、シムリアップの学校を訪問する予定でした

がコロナの影響で訪問することはできませんでした。

現地での作業指示・管理等はNGOシェアーザウィンドウの代

表にお願いし、コンタクトを取りながら進めていきました。  

また、国内ではカンボジア大使館の要請で、コロナにより困窮

している来日中の留学生、技能実習生への食糧支援も行い

ました。


